
混
沌
を
越
え

儡

い
の
ち

の
灸
肛
ァゥIザフ刻日校舎)、 )

TOHOKU UNIVERSITY
OF ART&DESICN FAX:023-627-2081

▼

卜 ヾ
ν
  ノ  

▼ ア    ｀
ノ  
｀1バ14り 血 目 /側 目

=示
l久AP｀ い 円P Oす け ~/・ F‐ノl″ ′ヽnνしレしふ ′  ■    _  も   ´

■円P Oす け一/・F‐ノl″ ′ヽnνしレしふ′  ■   _  も   ´

涸鼈を越の悩 舗千狼朧 ま編 圏雉 配鵬 蜀 脇 艦 も 凩 髭 鮮
▼ ノ

財儡鼈闊銹 え公
.i″砕9鶯籠:鶉膵琲ざ渕i「霧WT閂''バ3日 (金祝 )・ 24日 (土 )・ 25日 (日 )百鵞 雛 ξ蔀藁 首1鰤f[:

TOHOKU UM[R STY〈 開催地・会場〉山形県山形市中心市街地 (翠了馴聘 紆イぷ縫
`黒

ι畢渕呼製∬旧始
、
)

OF ART&DES10N  〈問い合わせ先〉東北芸術工科大学 山形ビエンナーレ事務局 〒990-9530山形県山形市上桜田3-45/TEL:023-627-2091/FAX:023-627-2081
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今、「分断、分離、隔離」という不穏な言葉が温れ

る中、新 しい形のつなが りを創造する時代を迎え

ています。そ して、自然界 と人間界が衝突 し合い

なが ら融和 し新 しい関係性へ と移行 している中、

いのちの混沌を超 え、いのちを蘇 らせ、生まれ変

わ り、いのちをつなぎ、生 きる希望の光を灯せ る

場を、私たちは必要 としています。

文化芸術基本法の前文に、「文化芸術は、人々の心

のつなが りや相互に理解 し尊重 し合 う土壌を提供

し、多様性 を受け入れることができる心豊かな社

会を形成するものであ り、世界の平和に寄与する

ものである」という主旨の言葉があ ります。この

言葉に込められた祈 りをどのように実現 していく

のか。その具体的な形が「芸術祭」 という場です。

「みちのおくの芸術祭 山形 ビエンナーレ2022」 で

は 《いのちの混沌を越え いのちをつなく
゛
》をテー

マに、芸術やデザインの力を借 りなが ら、あらゆ

る文脈で「つな く
゛
」ことに挑戦 します。これは、

この世界の治療行為のようなものです。分断され、

壁がはりめ く
゛
らされていても、異なる世界に橋 を

架け、命をつな く…゙心の世界で深 くつなが り合え

る場を、山形の地で、共に創造 していきます。

芸術監督 :稲葉俊郎 (医師・医学博士/軽井沢病院院長)

総合プロデューサー :中山ダイスケ (東北芸術工科大学学長)

最新情報など、詳しくはこちら

轟 i鶯1菅驚uI.1軍
〈問い合わせ先〉東北芸術工科大学 山形 ビエンナーレ事務局

T990-9530山 形県山形市上桜田3-4-5

TEL:023-627-2091//FAX:023-627-2081

テーマは「commons」 。食 と音楽ライブ、パフォーマンス等で、ポス

トコロナにおける新 しいコミュニティのかたち、共有空間を探 ります。

現 代 山 形 :考～藻が湖伝説～

山形が海の下だつた日寺代からポス トコロナの未来まで。あ りえたかも

しれない世界を夢想する、歴史的文化財から現代アー トの作品展。

現代茶経 第 1章 COntemporaw Tea Sutta Chapter⊃
/山の上の陶器市 深井聡―郎 /Ql

唐時代に書かれた茶の経典 「茶経」の現代版 として、アー ト・工芸・

食が絡み合 う、現代におけるお茶の楽 しみ方を提案 します。

屋 根 の な い 美 術 館 ― い の ち の光 ― /7」 嬌 鮮
商店街の歩行者天国を舞台に、ライブアー トや演 jll、 参加型のデジタ

ルアー トやワークショップなど毎週入れ替わる作品を楽 しめます。

まちのおくゆき  アイハラケンジ/Ql、 ギャラリーら。ら・ら
多様性を受容 しながら「福祉」の現場 とアー トをつなぎ、異なる身体

や感覚、他者について想像する活動を重ねていくプロジェク トです。

美術の學校 安達大悟/や まぎん県民ホール、Ql

―つくる。つかう。あそぶ 。かんがえる一

東北の自然や素材を提えながら自らの身体を通 して創作する、市民と

プロのクリエイターが協働 して企画 したワークショップです。

三瀬夏之介

/文翔館 (平 日も開館)、 他

PINK PUBLIC PROJECT
第二章「うごく、かわる、変動計画」

アート・ダンス・ファッシヨン・写真の新たなるコラボ。県内のダンサー

と市民 100名で街を元気にする「クリーンアップ・ダンス」を披露 します。

連携企画
● 山の向こうのデザイン物語 ―山形エクセレン トデザイン展 2022-
会期 :9月 16日 (金 )～ 24日 (土 )//会場 :gura(山形市旅篭 mT)

●郁文堂書店企画展『綴 tuzuru―』

会期 :山形 ビエンナーレと同日程/会場 :郁文堂書店 (山形市七日町)
●」lA東北建築家大会 2022山形 :講演会・シンポジウム
日時 :9月 24日 (土 )13:00～ (入場無料)/会場 :遊学館 (山形市緑町)

〈協賛〉

今 KANERI m"燿 蒙幌工集続彙書鷲 饉≫鮮 哺 鶴「 蘭陸

|ノ班 訂 ン  有蛤 社 東北環境総合サ
ービス  ∬ 富士フイ レム B山形株式会社  □ 山 形 銀 行

Pamsonic  CBD山 形ビルサービス  磯L協燿¨
え ノも庁

原高史 /文翔館、他
9月 25日 (日 )14:00～

〈助成〉 公益財団法人朝日新聞文化財国

公益財団法人花王芸術・科学財団

公益財団法人 カメイ社会教育振興財口(仙台市

NCハ」RA野村財団
公益財団法人 文化財保護・芸術研究助成財回

公益財団法人 三菱 UF」 信託地域文化財団

C膠記〉うるしやまタクシー株式会社、株式会社オーイシ、株式会社オカムラ、オビサン株式会社、株式会社 KDDlエボノレ 、ヾ株式会社財務サポート、医療法人社団清永会 株式会社丹野園茶舗、株式鋼
田会計事務所、株式会社トヨタレンタリース山形、日本地下水開発株式会社、ネッツトヨタ山形株式会社、株式会社羽田設計事務所、株式会社萬国屋、ファースト興産株式会社、富士フィルムビジネスイノベーシ:

ンジヤパン株式会社、株式会社ホリエ、株式会社本間利雄設計事務所、丸善雄松堂株式会社仙台劇苫、株式会社モス山形、山形いす 自ゞ動車株式会社、山形空港ビル株式会社、株式会社山形県観光物産会館

山形市農業協同組合、株式会社山形丸魚、株式会社山南自動車、 リコージヤパン株式会社マーケテイング本部山形支社 〈寄附〉株式会社 HI〈特別協力〉公益財団法人山形県生涯学習文化財団、山形リ
総合文化芸術館指定管理者みんく'るやまがた、やまがたクリエイティブシテイセンタ

ニQl、 大手Fl通 りすずらん商店街振興組合 〈後援〉山形県、山形市、山形県教育委員会、山形市教育委員会
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